—— 老母のと ころから、 次の ような 覚書 を 

くれたので、 「大 丸」 のこと はもつ と 後に 

ゆっくりと 書く つもりだった が、 折角の 志 

ゆえ そのまま 記す ことにした。 

こでん まちよう きんさん 

小伝 馬 町 三 丁目の うなぎや は (近 三) 明治 廿四、 五 

年 ごろまで あつたと 思 います。 

とお リ 

大 伝馬 町 四 丁目 (この 一 町 だけ 通 はたご 町) 大丸呉 

服 店に て は 一 月 一 日 表 戸 を 半分お ろして、 店 を 大広間 

きんびょうぶ がんたん およ 

として 金屏風 を 立て まわし、 元旦 一日 は 凡そ (そのこ 

ろで 三百 人 以上) 三、 四百 人の 番頭、 若者、 小僧 一同 



に大 そうな ごちそうが 出る。 お 酒 も 出る。 福引 その他 

実に 一 年中 を 一 日に 楽しませ るので、 近所の 子供ら も 

まリ 

皆 女中 小僧 を つれて 遊びに ゆき、 羽根 をつ くやら、 鞠 

ようきゅう 

なげ、 楊 弓 も あり 踊り も あれば、 三味線 も あり、 いろ 

いろと 楽しませ 夕方 帰りに は、 山 ほど 土産 を それぞれ 

にくれ ました。 

大 丸の 符牒 

(イエ トモ ヲ コル コトナ シ) 

とか 聞いて おりました。 

朝 は 早くから 小僧が 「おきろ よお きろよ ご と 呼んで 

見 世 中 十 人ぐ らいで、 ぐるぐ る 起して 廻りました。 客 



が はいって くると、 帳場の者が 帳場に 

甚四郎 〔# 「甚 四郎」 は 枠 囲い〕 とか 

才助 〔# 「才 助」 は 枠 囲い〕 とか 大書した、 三尺ば かり 

めいめい すずり 

の 紙 札の 下に、 各自の 横に、 小さな 帳場 格子と かけ 硯 

を ひかえて、 ずっと 並んで 坐って います。 客 は 名札 を 

見て、 気の 合いそう な 売手のと ころへ と 上って ゆき ま 

女 客 なれば、 クノ イチ クノ イチと いう 

男 客 なれば、 ハツ コゥ ハツ コゥ という 

クノ イチと 言えば 店 中 女 客と 思い、 ハツ コゥ といえ 

ば 男 客 だと 知ります。 



不一 のクノ イチ は 不器量な 女の 事 

不 一 の ハツ コゥは 嫌な 男の 事 

トー のクノ イチ はよ き 女人の こと 

トー の ハツ コゥ はよ き 男の こと 

客の 買物の 金高に よって 御馳走が ちがう。 その 符牒 

は、 

お菓子 なれば 「きしる し」 という。 おそば なれば 「と 

くいし」 という。 御飯 なれば 「ふしん かた」 という。 

さかな また あい 

肴 なれば 「またろ」 という。 ( 肴 ) かもしれ ません。 

大門 通り 右側に、 たはら や (田 庄) 呉服 大 問屋、 大 

丸 その他へ おろし 店。 その さきに 巿田、 これ も大 問屋、 



以上、 老母からの 手紙 は、 迪々 しい 文で は あるが、 

たな 

大丸 という 大 呉服店 を 通して、 そのうら のお 店 ものの 

奴隸 生活が うつしだされ ている。 一年に 一度の、 この 

目覚ましい 慰安 的な、 解放した ようで その実 解放し な 

くらま 

い、 人目 を 眩す 華々 しい やり方と、 終りの 方に 書いて 

ある、 窓々 の 金網の こと を 見す ごす こと は 出来ない。 

あたし は 震災の 幾年 か 前、 ある 怪談 会が 吉原 水道 尻 

ひきて ぢ や や * きろう 

の 引手 茶屋で 催された 時に いって、 裏の 方から 妓楼の 

窓 を 見た ことがある。 そこに も 金網が 張って あった。 

しょうぎ 

娼妓の 逃亡 を 怖れて だとい つたが、 それより 幾年 前、 

まんなか 

帝都の 中央の 日本 橋に、 しかも 区内の めぬきで 中心点 



である 士地 ゆえ、 日本 国の 中心と いっても よい 場処の 

大 呉服店に、 そうした 窓が、 しかも 一丁の 半分 以上 を 

しめて 金網が 張り わたされ ていたと いう 事実が ある。 

それ は あたし も 子供心に 知っていた。 盗品 をお それる 

の だとい つたが、 それならば 台所の 窓にまで しなく つ 

て もよ いはず である。 外からの 盗人 を 怖れた ので はな 

ヽ o 

レ 

理屈 はやめて、 大丸は その 近所の 者に とって、 何が 

みもの 

なし 目標 点だった。 物 珍ら しい 見物が あれば、 みな 大 

丸の 角に 集まって ゆく。 鉄道馬車が はじめて 通った 時 

もそう なら、 西洋人が 来たと 騒いで 龃附 ける の も大丸 



ある。 面白い ことに 養子 制度で、 どの 家で も 細君が 家 

附 きの 娘 だとい う。 多くの 中から 目 ぼしい 若者 を 養子 

に 抜いて ゆく のであろう。 だが、 大 番頭の 息子 も 小僧 

と 一緒に 終業す るの かどう かそれ は 知らない。 あたし 

の 知っている 大 番頭さん の 娘 は、 お あぐさん におた を 

さんと いう 姉妹だった。 そのお 母さん も、 その またお 

母さん も家附 きの 娘 だ。 とても 丁寧な 人た ちで —— 一 

体に どこの 家の 女の人 もそう だった が —— お 風呂で あ 

うと 板の間で も 両手 をつ いて、 寒い のに 1! 時まで も 

ご あいさ つ 

御 挨拶が ある。 時候が 冷えます という ことから、 朝晚 

めっきり 寒くな つたこと、 皆様お かわりがない かとい 



な濃艷 なおつ くりして いた。 面長な 下ぶ くれな 顔に 黒 

びん ひか こ きんしゃ 

ぃ鬢を 張って、 おしどりに 結って 緋 鹿の子の 上 を金紗 

くすだま かん ざし 

でむ すんで いた。 つまみの 薬玉の 簪 の 長い 房が 頰の 

ゆうぜん 

横で ゆれて、 羽織 をき ないで、 小さい 前 かけ 位な 友 禅 

ひも 

ちりめんの 小ぶ とんに、 緋ぢリ めんの 紐の ついた の を 

ひと 

背に あてて、 紐 を 胸で むすんで さげて いた。 その 女が 

ちん 

； W を 抱いて、 夕方 遊びに 出る の を 見る のが あたし は大 

好きだった。 

大 丸の 小僧 は みんな 馬鹿な のかと 思った ことがある。 

大きな 姿 をして、 頭髪 をお かっぱの ようにして、 中に 

は 胸に あぶら やの ような 茶色の 切れ を かけて いた —— 



加賀吉 という 大店で 開かれた。 そこ はたし か 山 岸 荷葉 

氏 —— 紅葉 門下で、 少年の 頃 は 天才 書家と して 知られ 

ていた 人で ある —— の 生家で、 眼鏡 や 何 かの 問屋 だつ 

た。 年の 暮の えびす 講 などに 忘年 芝居 を 催したり する 

派手な 店で 北 新道の あたしの 家の 並びの 荷 蔵に、 荷車 

で 芝居の 道具 を 出しに 来たりし ていた。 その 店が 会場 

となり 演説の 卓が おかれた。 

かい y やく 

そんな 事 はお 江戸 開闢 以来の ことと 見えて、 アン 

ボンタンの 幼い 頃に も 忘れない 不思議な 光景 を 残して 

ち く 

いる。 まず、 弁者 は、 その 近辺で も 当時の 新 智識と 目 

された ものと 見えて 洋服 を 着て いる ことの 多い あたし 
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